










現在、英語圏で最も広く用いられている New Revised 
Standard Version は、『欽定訳聖書』から数えて 4 代目
の改訂版です。








用いられることになる改訂版が出された The Book 





ものが多くあります。例えば、Death in the Valley 
of the Shadow  というタイトルの推理小説がありま
すが、英語を日常的に使う人々の間では、このタイ








の初版初刷は、ルツ記（Book of Ruth）第 3 章 15 節
で “she went into the citie” とすべきところを “he went 










（写真 2）ルツ記第 3 章 15 節
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たために、『主教聖書』（The Bishops’ Bible,  1602 年）の
木版タイトル頁を流用したものです。
　この度、大学図書館が購入した『欽定訳聖書』の初版
は “He Bible” の全頁が揃ったもので、タイトル頁は木
版刷です（写真 3・4）。このような書籍は、世界でも数
冊しか確認されていません。日本の大学では天理大学と



























えば、コリントの信徒への手紙二 13 章 9 節）、この訳
語がその神学主張の形成に影響を与えたと思われます。
　このことから、『欽定訳聖書』の初版初刷本を所有す
ることは、関西学院のルーツに関わることであると言
えますし、本学のキリスト教主義教育にとっても重大
な意義があると確信しています。
実際に使われてきた聖書
　この『欽定訳聖書』を一層興味深いものにしている
のは、「ハンドファクシミリ」と呼ばれる頁があること
です（写真 5）。聖書は教会堂に置かれて、礼拝の度に
朗読のために開かれるものです。そのため、長年使用
するうちに、丁寧に扱っていても、どうしても破損す
る頁ができてしまいます。聖書が大変貴重であった時
代には買い換えることは難しく、破損があっても使用
し続けなければなりませんでした。そこで、欠損した
箇所に新たな紙を漉き込んで頁を再生し、そこに、で
きるだけ活字での印刷に似せて本文を書き込んで、礼
（写真 4）『欽定訳聖書』新約聖書の標題紙
（写真 3）『欽定訳聖書』標題紙
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拝での使用に支障のないようにしたのです。これを「ハ
ンドファクシミリ」と呼びます。「ハンドファクシミリ」
の頁があることで、この聖書が教会で実際に使われ、
大切にされていた往時を偲ぶことができます。
　同じことは、この聖書の最終葉、ヨハネの黙示録の
最後の部分についても言えます。最初や最後の頁はど
うしても欠損しやすいのですが、この聖書においても
最終葉が欠けてしまったため、完全な形で『欽定訳聖書』
を保存するために、後の時代に別本から最終葉を加え
て装丁されています。これらは、聖書という書物がど
れほど大切なものとして扱われていたかを示す、よい
例だと思います。
おわりに
　本学図書館において諸種の聖書資料を収集している
現在、英訳聖書に決定的な影響を与えた『欽定訳聖書』
の初版初刷本を全頁揃いで所蔵することには大きな意
味があり、世界的にも希有な本書を入手することで本
学図書館の質を著しく高めることになりました。これ
を機に、多くの方が聖書に興味を持ち、自分の手にとっ
て聖書を読むようになってくだされば、こんなにうれ
しいことはありません。
（写真 5）「ハンドファクシミリ」の頁
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